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経 営 と 経 済
I
Methodism didnotpremisethat t̀heblesslng WasObtainableby
theholydeedofmethodiclife,butsupposedthatmerely'therecognl-
tion'of,or c̀onfidence'in,one'sownblessedstatewasattainable
























































































































































































































































































｢こq)目標 (- 『完全性』という意識に到達する目標 - 笠原)を達成す
ることは著しく困難である｡ 一 それは,大ていの場合,人生の終 りころに












































































































のあり方 (dieArt)にあるのである｡(そして,この場合 一 笠原)信仰の
『果実』(-良き行ない 一 笠原)の意義は,たいていの場合,『ヨハネの手
14 経 営 と 経 済
紙』 Ⅰの第 3章第 9節によって根拠づけらわ,生活態度 (Wandel)は再生
○
の明確な印であるとされた｡｣(S.147.)



















































































































































































『再生 (regeneration)』の概念 - すなわち信仰の果実として直接に現れ
る救い (Errettung)の感情的確信の概念 - ,そして恩寵を与えられてい
ることのあの証拠である罪の力からの (少なくとも潜在的な)自由という帰






























定説 (という確固とした土台 一 笠原)の一種の代用品として,『より高潔






























































































コLl 経 営 と 経 済
る｡メソディズムは,行為を,ひとが真に改宗したことを審査するための不
可欠の標識であり,ウェズリーが時折用いた言葉でいえば,その 『条件』で
あるとした点では,事実上,カルヴィニズムとまったく同じであった｡メソ
ディズムは天職理念の展開において新しいものを何も寄与しなかったのであ
るから,以下,天職理念について論じる場合には,われわれは,それを一つ
の晩生果 (Spatling)として,基本的には度外視することができるのである｡｣
(SS.149-150.)
